
5  木 材 繊 維 を主 材 と した床 土 代奮資 材 の諸 特性

( 農試技 術部 )

この資材に対する保水性,保 肥力,田 植機適応性などが自然土

と異るところがあり,と くに,か ん水量,覆 土量が不足すると根

上ヽりが出る。また,マ ット重が軽いので移植時にかん水が必要。

(1)背      景

木材繊維を主材とした育苗マット(十条育苗マット,丸 三ピロマット)の利用上の問題点を明ら

かに tン,そ の特性からみた正しい使用法を明らかにする。

(2)技  術  内  容

1)マ ットの性状

マットのサイズは,58御 X28伽 に成型されてお り,軽 量なため取扱いが容易であるが,覆

上には,人 「床土文は酸支矯正をした自然土を準備する。

表 1 マ ットの性状         表 2 1箱 当り重畳比較

名 称 十条育富
ト

九  三
ピロマゥト

冴〔 料 木材繊維

託    竜

(夕/々ット 1枚 )
220 280

1 . 5

1 . 5

1 . 5

含む

1 . 9

1 . 0

2 . 2

含 む

P H ( H 2 0 ) 4,0～ 4,5 4.5～ 5.8

嶺 大 映 水 壮
(ク 午ゥト1枚)

2.6 1,3

育苗箱

休箱夕)

濯水前 (夕) 隊 量

(夕)

蜘

(夕)

合 計
( ―

一

環 首

重夕)

解

( % )床 土 覆 士

十条育苗
マ ッ ト

丸  三
ピロマット

火|」J灰士
( 対 照 )

1,050

1,050

1,050
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０

　

　

　

０
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４

　

　

　

４

　

　

　

４
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２
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6.240
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６０

　

　

００

※丸三ピロマットの濯水量は 1.6～ 1,8Zで あるが,

マットに吸水される量は 1,3Zで ある。

2)育 苗方法及び注意

0 躍 水予 覆 比哉 :耀水量 ・覆士量が不足す ると親の露出や根上 りが増えるため基準量を厳守

する。

表 3 濯 水最 ・覆i畳 の基準

は種時雄水量
(そ/箱 )

量
＞箱

土
／そ

覆
＜

考備

十条育苗マット

AL illと
'r」―マ ッ ト

1 . 8

1 , 6 ～1 , 8

1 . 0～1 . 2

1 . 2

播種時睦水量の中にはグ
・コニール1,000倍0.5～1.0

Z/箱 を含む。

木箱を使用する場合は,箱 を完全に飽水すること。
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十条育苗マ ッ
(昭 56秋 )０

　

　

０

　

　

０

　

　

０

４

　

　

３

　

　

２

　

　

１

根
上
り
率
の

籾
の 50

雷
4 0

率 3 0

(%)20

10

十条育苗マ ット

( 昭 5 6 秋 )

ナにニピロマット
(昭 5S秋 )

＼

、ヽ

0 追 肥 :覆上に人王床土使用や自然七でも肥料を混入することで生青が安定 し,こ の場合,2第

期頃の追肥 1回 で充分である。 しかし,覆 上に肥料分がない場合は葉色が淡 く草代t短 かくなり

やすいことから,必 ず 1葉 期に追肥を行ない,そ の後の生育に応 じて2葉 期にも追肥を行なつ。

表 4 覆 土に肥料を混入する場合の基準

10  1 4   1.8  20     1 0  1 2  14  1 6  1.8  20

播種時耀水量 (そ /箱 )

図 1 播 種時濯水曇と根上 り率の関係

08 10 12 0.8  1 0 1.2

覆 ヒ量 (火 LLI灰上Z/箱 )

図 2 覆 」i量と籾の露出率との関係

4 年 4 月 2 4 田

日

(注)供 試品種 ハ ヤエ

播埴社 (乾親1奥算

ウ キ

)200夕 /箱

播種期 昭 和 5

育宙日教 2 4

覆■ 1そ 当 り (成 分 み/箱 )
備 考

N P205 K20

火 山 灰 土

沖 積 土

0 . 5

0 . 5

0.75

0 . 5

0 . 5

0 . 5

・追肥はN成 分 045～1,0身ん とする.
・十傑育苗マット表面に肥料を添加して
いるので li下を逆にしないこと。

表 5 +際 育苗マットの首生育

Na 区 名

追 肥

種 類

(N成 分夕/箱 ) 草 丈 莱
長
知
軸
御
舞恭卸

莱  齢

地上物
乾物重
吻狗 本

乾物電
草丈

配7//御1葉期 2葉期 伽 CV%

1

2

3

4

5

十条育苗

マ ッ ト

硫  安

1 . 0

1 . 0 1.0

11.7

1 1 . 9

6 . 3

4 . 8

3 . 6

3 . 6

6 . 6

6 . 8

2 . 1

2 . 2

０

　

０

0.94

0.92

核  肥

1 . 0

1 . 0 1.0

1 1 . 7

1 1 . 6

6 . 4

8 . 7

3 . 8

3 . 5

7 . 1

6 . 3

2 . 1

2 . 2

1 . 0 6

1 . 1 2

0 . 9 1

0。97

10.6 6 . 1 3.7 6.6 2.0 0.98 0。92

6
載  照

侠 山灰土)
硫  安 100 11.9 7.8 7.2 2.2 1902 0.85
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表 6 九 ニピロマットの苗生育

Nll 区 名

覆土への
肥料混入
の 有 無

草 丈

雑髄伽
葉齢葉

地上物
乾物重

P/100本

乾物重

草丈
夕/ /伽伽 CV%

１

　

　

２

メL=ピ ロマゥト
統
小　
有

9 , 9

1 1 . 0

6 . 8

6 . 3

3 . 2

3 . 5

2 . 0

2 , 0

0.79

0.98

0.80

0,89

対照 (火山灰土) 盤
小

11.7 6.8 3.5 2.0 1.00 0.85

(at)供試品種 小 ヤニシキ

播種量 (乾籾換算 )200,為

播種期 昭 和 55年 10月 4日

育苗日数 25日  追 肥なし

の 消 毒 :覆:liには タチガレン粉剤を床1と1そに対して2夕の害」合で混入するが,事 前に混入しな

い場合は,縦 化時にタチガレンな剤 1,000倍なを箱当り0。5～1.OZ耀 注する。

(Tl 温度管I里!九 ニピロットの床寸i温は,日中,土 より高く,夜間は06～11℃低めに経過し,日

鞍たが大をい。また,十際育苗マットも同様の傾向と推祭さ力るため,基本に忠実な温度管理を

実施 し,特 に,低 温時には夜間の保温 と過湿の防止に努める。

~ピ ロマット倍地温

。―――o火 山灰土床土温

22/術
                23/N           24/N(日 /月 )

図 4 ⌒ ウス育苗の1莱期頃のピロマット倍地温
'と
火山灰土床土温との比較 (昭 56春 )

働 田 純機i芭応性 :マ ットが軽量なため,回 値機苗台でのすべりが悪 くなる。植付前に充分耀水し

マット章社を増 L″たものを田植機に乗せて適応性を高める。また,十 際育苗マットは移植作業時

″C田悔機の振動によってマットが横に広が り苗送 りが悪 くなる時があるので,横 方向に軽 〈締少

(5腕 程度 )tンてから田植機苗合にのせるが,丸 王ピロマットでは|一 度強い横縮小を加えると

もとにもどすことが難しくなるため,で きるだけ縮′J操ヽ作を加えないようにする。

(時)2218
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表 7 マ ット縮小と植付精度

試 験

年 度

耕土深

卸

下げ振

り貢入

深 御

植 付 本 数 植 付 深 さ 久株率

%本 C V % 御 C V %

掬降育苗マット

対照 (火山灰北)
昭 5 4 16.9 11.3

4.6 49.9 2.7 21.0 5。0

3.6 54.8 2,4 19`7 3.0

丸三 ピロマ ット

対照 (火山灰 Ji)

昭 5 6 17.3 12.9

2.6 21.9 6 , 0 34.1 4.5

3.0 15.4 6.3 40.7 4.0

働 そ の他の育首管理 :稚苗に準ずるが,こ れらのマう卜は人工床 Lと同様に製造過程で無菌状

態となることから,障 害が倉、激に拡大す る可能性がありうるので基本に忠実な管理を実施する。
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